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令和８年度 宇和島市水道事業経営審議会 

 

開催日時 令和８年８月６日（木）9:00～10:30 

会  場 柿原浄水場 ２階大会議室 

定 足 数 定数１０名中７名出席  ※ 過半数の出席により成立 

議  題 

議題① 令和７年度決算の状況 

議題② 各種事業計画 

議題③ 水道料金改定 

 主な質疑応答は以下のとおり 

質疑応答 議題①  令和７年度決算の状況 

【意見】 

 

特になし 

 議題② 各種事業計画 

 

【質問】 

【回答】 

 

【回答】 

 

 

【質問】 

【回答】 

 

 

【質問】 

【回答】 

【質問】 

 

【質問】 

【回答】 

【質問】 

 

【回答】 

 

【意見】 

 

Ｑ．有収率の適正値、目標は？令和７年度に 83%の要因は？ 

Ａ．目標は 90％。財源や技術職員が限られている中で優先順位をつけて漏水

修繕や更新を行っている。 

Ａ．漏水の多くは塩ビ管で発生している。塩ビ管の埋設場所は把握しているが、

漏水を修繕しても次の弱いところが漏水するため追いつかない。優先順位と

しては、今は大きい水道管の更新に注力している。 

Ｑ．今回の熊本地震を受けて、事業計画が変更になるか？ 

Ａ．今回の熊本地震を受けての変更はない。地震災害への対応は、東日本大震

災以降、管路の耐震化に取り組んでおり、能登地震を受けて、上下水道一体

での耐震化の動きが加速している。 

Ｑ．給水車１台では１台では足りないのでは？ 

Ａ．県内では、自治体につき１台の給水車保有が一般的。被災した場合は、日

水協からの給水支援を受けることになる。今回の熊本地震でも、各地から給

水車が支援に駆けつけており、必要台数は確保できている。 

Ｑ．浄水場の自家発電の稼働を１週間くらい延ばして欲しい。 

Ａ．自家発電に必要な燃料を３日間備蓄できるタンクを用意している。（燃料

を補充すれば自家発電は継続可能） 

Ｑ．災害発生時、配管が全て生きていたら市内のどこで給水所が開設されるか

を地図で示して欲しい。 

Ａ．給水所は、そのときの被災状況や道路状況等を勘案して、開設場所を判断

している。  

・被災状況等で臨機応変に開設場所を変えなきゃいけないのは分かるが、まず

は被災がない場合に開設できる給水所の場所を示しておき、被災状況によっ

ては別の給水所になるということを市民に周知することが大事。また、災害

時に水の供給状況や修繕の進捗状況等を市民に随時知らせて欲しい。 
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 議題③ 水道料金改定 

 

 

【意見】 

 

【意見】 

 

 

 

【回答】 

 

 

 

 

 

【意見】 

 

【意見】 

【意見】 

 

【意見】 

【意見】 

 

【回答】 

 

 

【意見】 

 

【意見】 

【回答】 

 

 

●Ａ４×１枚のパターン追加について 

・高齢の方には読みづらい。赤色の下線は赤文字や太字にするなど、アピール

したい個所をもっと強調した方が良い。 

・ページが多い資料は読んでもらえない。作成した資料が目に留まらなければ

意味がない。若い人や子どもの興味をひくポスターのようなものを作成し、

興味がある人は水道局のホームページに誘導して詳細版を見てもらうなど、

２段構えをしてはどうか。 

Ａ．資料については、今ご覧いただいている資料の他に、更に詳細で専門的な

資料を作成している。今ご覧いただいている資料はかなり要点を絞られたも

のであるが、もう少し簡素化された、料金改定が具体的に見える資料も作っ

ていきたい。 

 

●資料の表記方法について 

・上下水道耐震化推進事業と鋳鉄管更新事業について、「国からの指示があっ

たため」では受動的に見えるため、表現を修正してはどうか。 

・収支の見込みを示すグラフに、支出が増える理由を追記してはどうか。 

・今後５年間に必要な事業費と収入不足額を示す図に、説明するべき事項を集

約し、「この図を見れば分かる」ように工夫してはどうか。 

・今回改定されたのが１１年ぶりということなのでアピールすべき。 

・市民はいつが引落しか、２か月分の請求はいつからなのかを知りたい。隔月

請求の説明図の口座振替日を赤字にして強調してはどうか。 

Ａ．頂戴した意見をもとに、資料を修正予定。 

 

●市民への周知方法について 

・広報誌は記事が多く、埋没してしまう。自治会回覧の方が目立つため、Ａ４

サイズのチラシを回覧にしてはどうか。 

・隔月請求実施直前に回覧してはどうか。 

Ａ．頂戴した意見をもとに、効果的な周知方法などを検討したい。 

 


